
プロジェクト名： 草津宿映えスポットMap製作プロジェクト

受入団体名：草津市（草津宿街道交流館）
募集人数

５名程度

＜活動日or 活動パターン＞
□週1日程度・定例、■月1〜2回・不定期 □その他

＜主な活動場所＞

史跡草津宿本陣・草津宿街道交流館

（最寄駅・バス停など：JR草津駅）

＜キャンパスからの交通手段＞
近江バス 草津中学校前下車

＜活動に必要な費用＞
活動場所までの交通費

＜参加の姿勢＞
何事にも興味をもって取組むこと

が 望まれる。
＜コミュニケーションの手段＞

■電子メール □ Facebook
□LINE ■電話
□その他（ ）

＜活動期間：2023年10月 ～２０２３年１２月中旬 活動日数：８日程度＞

＜活動の流れ＞

日時 活動内容

10月初 オリエンテーション（打合せ）／企画決定

10月中～
下旬

まちあるき／魅力スポット発掘／SNS発信

10月下旬 街あかりイベント（本陣）への参画／聞取り

11月上～
下旬

聞取りの現地確認／Map作成

12月上旬 草津宿本陣周辺魅力スポット紹介（発表）



＜活動のテーマと主な内容＞

＜学生が期待できる学び＞

草津宿本陣周辺のさまざまな魅力を発掘し発信する

＜活動する現場で学生が求められる背景（理由）＞

かつての草津宿エリアは、歴史的遺産としての草津宿本陣が残るいっぽう、街道沿いにはマンションなどが建ち、
宿場町の景観が変わりつつあります。そうしたなかで、一歩裏路地などへ入ると今日まで歴史を紡いできた懐かし
いスポットや、また新たに生まれたスポットなどがあると思います。地域で生活する者にはあたりまえのものであっ
ても、学生の視点では稀有なものであったり、面白いものであったりするのではないかと思います。「これは何？な
ぜ？」といった疑問から、魅力の創出につなげてもらえればと思います。

江戸時代、江戸と京都、大坂を結ぶ東海道が整備され、広く知られている「
東海道五十三次」の53の宿場が揃って、令和6年（2024）は400年。東海道

の魅力とその宿場町・草津の魅力を、新たな視点で発掘し発信していこうとい
う企画です。

草津宿には、東海道で現存する最大規模の本陣が残っていますが、こうし
た代表的な歴史遺産だけでなく、隠れた歴史ポイントや、宿場当時から今日
に至る間に紡いできた歴史の足跡を探し、いわゆる「映えるスポット」を発信し
て、単に“歴史好き”だけでなく、新たな層への啓発を行います。

限られたエリアでの活動ではありますが、4年間の学生生活を送る草津
のまちのイメージをつくることができると思います。また、まちあるきを通し
て何気ないものであっても、多角的にみたり、考えたりすることで、何事に
も新たな価値観を見出すことができるようになると思います。

国指定史跡草津宿本陣



＜活動紹介＞

１．オリエンテーション／企画会議
・史跡草津宿本陣を見学、今回対象とする草津宿エリア

を確認します。
・これから取組むプロジェクトのネーミングを考え、決

定するとともに、それぞれの役割分担を決めます。

２．まちあるき・素材の発掘
・実際にまちを歩いて魅力スポットを
発掘します。（２回程度）

４．街あかりへの参加（本陣）
・草津宿エリアで実施される「草津街あかり」

を見学するとともに、草津宿本陣の街あかり
来館者から草津宿の魅力について聞取りをし
ます。

３．まちあるきの成果の整理
・各回、歩いて集めたスポットを持ち寄り、み
んなで評価し、発信内容を考えます。 街

あ
か
り

（
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６．えふえむ草津での成果発表とMap作成
・プロジェクトの内容や聞取った内容などをラジオで

紹介します。
・聞取った内容の現場を訪ねるなど、検証・整理を行

います。
・草津宿エリアの魅力スポットのMapを製作します。

５．SNSでの魅力発信
・まちあるきでの収穫や聞取りの成果を草津宿街道交

流館のFacebookやTwitter、学生自身のSNSで発信し
ます。

草津宿ホームページ

公式Facebookページ
「草津宿街道交流館・史跡草津宿本陣」

ID:kusatsujuku

公式Twitter
「草津宿街道交流館・史跡草津宿本陣」

ID：kusatsujuku


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

